
栃木県における若年層献血者
確保の取組について

令和７年11月10日（月）

栃木県保健福祉部医薬・生活衛生課

MSJGB
テキスト ボックス
令和７年度第２回献血推進調査会
資料２－１




はじめに

栃木県では、若年層のうち特に10代献血者の協力が多く、その背景には、全国
的にも高い水準にある高校献血の実施率に大きく起因している。

⇒毎年、８割以上の学校で高校献血を実施している。
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高校献血実施率の推移

• 全国の高校献血実施率は昭和63年度
の67％をピークに減少し、平成６年
度には、50％を下回った。その後も、
緩やかに減少し続け、平成15年度以
降は10～20％台で推移している。

• 栃木県では、新型コロナウイルス感
染症等の流行により80％台となった
ものの、令和４年度以降は、85％を
超える高い実施率となっている。
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令和５年度都道府県別高校献血実施率
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高校生献血者数の推移

• 全国の高等学校献血者数は昭和63年
度の634,096人をピークに減少し、
平成６年度には、３0万人を下回っ
た。その後減少し、近年は10万人程
度で推移し、ピーク時の６分の１程
度となっている。

• 栃木県では、平成３年度までは、２
万５千人程度であったが、その後減
少し、近年は約６千５百人程度で推
移し、ピーク時の４分の１程度と
なっている。

＊日本赤十字社データから（H4、H11、H13、H14年度は調査未実施）
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令和６年度 高校生1,000人当たり都道府県別高校生献血者数

• 栃木県の高校生1,000人当たりの献血者数は139.4人で全国１位。

 なお、令和６年度の栃木県高校生献血者数は6,445人で全国３位。
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＊高校生献血者数は令和６年度血液事業年度報から(日本赤十字社血液事業本部)
＊高校生徒数は令和６年度学校基本調査から(文部科学省) 6



•栃木県はこれまで高校献血を継続的に実施してきたこと
で、学校に献血協力を理解されやすく、高校献血実施率
が全国２位、高校生1,000人当たり高校生献血者数が全国
１位となっている 。

• 10代と比較すると、20代の献血率が低く、大学生や新社
会人の献血者数の増加が課題である。
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若者が集まるエリアに
設置されたディスプレイ
による情報発信

「はたちの献血」キャンペーンに

あわせて、デジタルサイネージ広告
を掲載。

期間：令和７年１月～２月

場所

• 宇都宮駅東口エリア（左上）、

• ＬＲＴ宇都宮大学陽東キャンパス

停留所ホーム（右上）
栃木県宇都宮市・芳賀町を
走るLRT「ライトライン」
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大学、短大、専門
学校等の学生向け
フリーマガジン
広告

県内の企業の魅力や求人情報を紹介してい
るフリーマガジン「BeCAL」に献血への
理解と協力を呼びかける広告を掲載。
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バス車内の
つり革カバーに
広告を掲載
「はたちの献血」キャンペーン

にあわせて、広告を掲載。

期間：令和７年１月20日～２月19日
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続けてね
献血カード事業

献血に協力していただいた高校の３年生全
員にオリジナル献血カードを配布し、高校
卒業後、一定期間内に献血をした方に記念
品を配布。

11



栃木県学生献血推進連盟
「かけはし」の活動

県内の大学の献血推進サークルで結成した
ボランティアで、献血への理解を深め、積
極的に献血の推進をするとともに、各大学
との情報交換及び親睦を深めることを目的
として活動。

○活動内容

• 定例会（月１回）

• 日々の街頭献血会場での広報活動や献
血者・同伴者への接遇（おもてなし）

• 献血イベントの主催・企画運営
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献血セミナー
の実施

令和７年10月17日

県内中学や高校を中心に、献
血の意識理解の促進を目的とし
た「献血セミナー」を実施。
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まとめ

人口減少や少子高齢化の進行に伴い、献血人口が減少する中、将来の血液製剤の

安定供給体制を確保するためには、若年層の献血者数の増加は、重要な取組である。

栃木県では、継続した高校献血の実施等により、若年層のうち特に10代の献血者の

確保は全国的に高位となっている。

一方で、20代の献血率は10代の献血率より低いことから、高校献血に協力してい

ただいた学生が将来にわたり継続して献血してもらえる取組や、20代から初めて献血

に協力いただける機会を創出する取組など、若年層に効果的な活動を実施していくこ

と等により、引き続き、若年層の献血者数の確保に努めていく。
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